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ている。 また、アメ リカの幼児 と児童 を対象
にして、ディスク投技能の習得 に対す るPeer
Teachingの有効性 の検 討&9)やデ ィス クの遠
投能力(遠 投距離)lo)および正確投能力(正 確
性)i2)の定量化が試み られている。以上のよう























デ ィス クの投 げ方 は、バ ックハ ン ド ・ス ロー
と フ ォアハ ン ド(サ イ ドアー ム)・ス ロー の2
種 類14)であ っ た。 デ ィス クの 握 り方 は 図1に
示す通 りであ る。 測定 に参 加 した幼 児お よび児
童 は一 定の期 間デ ィスクの投げ方 の指導 を受け
遠投 の測定 に参加 した。 なお、遠投 距離 の測 定
と ともに測定参加 者の 身長 と体重 を計測 した。
測 定に は、幼 児 ・児童 の手の大 きさを考慮 し
て、 断面が凸型 で握 りやすい フ ァー ス トバ ック








































結 果 と考 察
1.デ ィスク遠投距離 の定量化
表2aに 日本 とア メ リカの標 本 に よる男児 の
バ ックハ ン ド ・ス ロー とフ ォアハ ン ド ・ス ロー
の遠 投距 離 の 年齢 別 平均 値 と標 準 偏 差 を示 し
た。女児 について は表2bに示 した。
男児 の遠投 距離 の平均 値 は、バ ックハ ン ド・
ス ローでは、 日本 の4歳 か ら6歳 は4.4m～11.5
m、 アメ リカの5歳 か ら8歳 は9.4m～20.3mの
3
範囲の値 であ った。 フォアハ ン ド・スローで は、
日本 の4歳 か ら6歳 は4.5m～9.9m、ア メ リカ
の5歳 か ら8歳 は8.5m～15.Omの範 囲の値 であ
った。一 方、女 児の遠投距 離の平均 値 は、バ ッ
クハ ン ド ・スローで は、 日本の4歳 か ら6歳 は
3.9m～8.4m、ア メ リカの5歳 か ら8歳 は8.4m
～13.2mの範 囲の値 で あっ た。 フ ォアハ ン ド ・
ス ローで は、 日本 の4歳 か ら6歳 は3.1m～5.4
m、 ア メ リカの5歳 か ら8歳 は6.7m～10.8mの
範 囲の値で あった。
デ ィス ク遠 投 距 離 に 関 して は世 界 記録 が 公
表 され て い る16)。例 えば、5歳 以 下 の男 児 の
デ ィス タ ンス競 技 の世 界 記録 は43.23mで日本
人 の幼 児 に よる記 録 で あ り、女 児 の 世 界記 録
は18.62mでア メ リカの幼 児 に よる記録 であ る。
これ らはバ ックハ ン ド ・ス ローに よる遠投 距離
で あ り利用 されたデ ィス クの種類 は異 なる。 当





























































m 幼児 ・児童のディスク遠投距離の加齢変化 と性差
遠投距離との差は大きい。従来、一般の幼児 ・














図3に バ ックハ ンド・スローとフォアハ ンド・



































































一方、幼児 ・児童 については、デ ィスク遠
投 技能(遠 投距離 と正確性)の 向上 にPeer













た(図5)。 標本 間での差に関 しては、男児で
はバ ックハ ンド・スローの5歳 児、女児ではフ
ォアハ ン ド・スローの6歳 児で差異は認められ
なかったが、その他の条件では有意な差異が認
め られ、アメリカの標本におけるディスク遠投





















































































































投距離の差に対する形態(身 長 ・体重)の 影響














本研究は、 日本の幼児(4歳 ～6歳)の 標本














いことが示 された。 さらに、 日本とアメリカの
5～6歳 児の標本間で比較 した結果、遠投距離
に有意な差異が認められ(5歳 男児と6歳 女児
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